
討論メモ 

「Hidden Hand 見えない手」 

令和 ３年 6 月１5 日 

 

１． 6 月は豪州の作家のクライブ・ハミルトンとベルリンを拠点とする中国研

究家のマレイケ・オールバーグとの共著の表題の新著について下山健夫

さんに解説いただきました。 

中国共産党の支配する国内強権政治の実態、レーニン主義政党の思想的背景、

党と企業の複合体、華僑の動員の実態などについて解説いただいた。 

特に、海外各国に対しての、宣伝工作、スパイ活動、友人作り、メディア・

文化の活用、知識人・学術界への喰い込みなど様々な手段による深く、広い

浸透ぶりを詳しくご説明いただき、中国共産党がいかに世界を変えようとし

ているかを解説いただいた。 

 

１． 引き続き出席者 10 名による自由な討論に入り、下記のような意見が出

されました。 

 

・この本で紹介されているのは、細かい戦術論が多い。中国の大きな戦略は

どうなっているのか。 



・中国には中華思想に裏付けされた戦略があるのではないか。 

・中国人は長い時間軸で考えるが、日本人には真似ができない。 

・中国は自国民でも幾らでも殺す。まして外国人となると躊躇しないだろう。

恐ろしい存在だ。 

・G7 はバラバラで本気で中国と対抗する気もないし、戦略もない。 

・日本には戦略がない。 

・かつては経済政策では通産が音頭をとったりしたが、民営化の掛け声とと

もに、官僚の後退が目立つ。 

・半導体や通信分野で甘利さんなどを中心にした政府主導の動きも出始め

ている。 

・中国と対立すれば、それだけリスクも高まる。 

・台湾にワクチンの供与を決めたし、WHO への参加の支援を参院で決議し

たが、これだけ中国の嫌がることを日本が決定するのは珍しい。 

・日本は今こそ、腹を固めるべきだ。 

・自分の領土の尖閣に建物も立てられないのは情けない。 

・香港もかわいそうな状態だが、日本は何もしてやれない。 

・経済が中国依存から脱するのは難しくはないと思うが、地政学から言って

も隣の中国とどう付き合うか、政治面で難しい。 



・中国は、中国の代弁者になってくれる外国の“友人作り”が上手だ。 

・中国は共産党が絶対の存在、したがって法の支配という概念は存在しない。 

・日本は政経分離で中国と付き合って行くことになるだろう。 

・JICA の関連で中国人を指導したが、良いことをしたといえるのか、反省

している。 

・中国は人口も多いし、国土も広い。言葉も様々だ。 

・世界の客家が集まると、会話は英語だそうだ。 

 

・福岡在住だが、白村江、蒙古襲来など歴史の跡が残っている。 

昔の先人はよく頑張ったが、今はマンションなどを中国人に買われている。 

・北海道や静岡はずいぶん中国に買われているが、コロナ渦で、最近は銀座・

新宿が買われそうとの情報もある。 

・コロナ渦で苦しい中小企業が土地ごと買われる心配がある。 

・中小企業や飲食店などは政府が損失を保証するか、あるいは買い上げれば

よい。 

・政府は腹を決めて大型財政出動をすべきだ。 

 

・孔子学院については、米国は年内にはすべて追い出すといっているが、日



本はどうか。 

・文部省がようやく各大学に実態調査を命じる段階だ。 

 

・米中対決の原因には習近平個人の性格や政策に起因する部分も多いので

はないか。 

・日本の経済は三十年も停滞し、賃金は上がらないが、配当は六倍に増えて

いる。外資の比率が高まり、外国資本のための経営になっている。 

・適正な労働分配率に是正する必要がある。 

・誤った経済政策が三十年も続き、国民は貧しくなっている。暴動が起こっ

ても不思議ではないが、日本の国民は大人しい。 

 

・今日の説明を聞くと中国は思っていた以上に怖い存在だが、中国の一枚岩

はどこまで続くのだろうか？ 

・内部も腐敗するのではないか。 

・日本にとって中国への対処は四つの選択肢があるのではないか。 

台湾・韓国ともども中国と一緒になる、 

米国の一つの州になる、 

鎖国する、 



独自の文明を持つ国として生きる。 

出来れば、四番目でありたいが、どれを選択するのか難しい。 

 

・中国の無錫に工場建設した経験があるが、住民の立ち退きに際しての政府

の強権ぶりにはびっくりさせられた。 

 

・中国の民間人は悪くない。 

・ユダヤ人は道徳心がないが、華僑は信頼できる。 

・タイでの経験では、倒産の危機を華僑に助けられた。 

・華僑は同郷の仲間意識が非常に強く、仲間を裏切ることはしない。 

以上 

 

 

２． 6 月は豪州の作家のクライブ・ハミルトンとベルリンを拠点にする中国

研究家のマレイケ・オールバーグの共著の表題の新著について下山健夫さん

に解説いただいた。 

 


